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業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26年 10月 29日に公表しました業績予想を下記の通り修正す

るとともに、個別業績における特別損失の発生につきましてお知らせいたします。 

記 

1.平成 27年 3月期通期業績予想数値の修正 

(1) 平成 27年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）                                    

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

     百万円         百万円        百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （A） 216,600     9,000  10,800  6,000  69 35  

今回修正予想 （B）  209,400   6,400   8,200  4,600  52  72  

増 減 額（B-A） △7,200  △2,600  △2,600  △1,400  －  

増    減    率（%） △3.3  △28.9  △24.1  △23.3  －  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
231,697  13,944  16,421  9,786  107  71  

 

 

(2) 平成 27年 3月期通期個別業績予想数値の修正（平成 26年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）                                    

 
売上高 営業利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

     百万円        百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想 （A） 175,800  10,700  8,600  99 37  

今回修正予想 （B） 166,800  8,800  3,300  37  82  

増 減 額（B-A） △9,000  △1,900  △5,300  －  

増    減    率（%） △5.1  △17.8  △61.6  －  

（ご参考）前期実績 

（平成 26年 3月期） 
183,758  13,330  9,370  103  10  
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2.通期業績予想修正の理由 

（連結） 

消費税増税に伴う駆け込み需要の反動やその後の消費マインドの低迷などにより自動車関連の消

費が、前回公表時の当社の想定よりも弱含んだことを背景に、フランチャイズチェン加盟法人店舗

への卸売と国内店舗子会社における売上が減少しました。これに対して、店舗における販売体制の

強化、売上総利益率の向上策、管理可能な経費の削減など収益の改善に努めたものの、売上の減少

幅が大きく、当社連結グループ通期の売上高、営業利益、経常利益、当期純利益において、前回公

表の予想を下回る見込みであります。 

 

（個別） 

連結業績と同様の要因によりフランチャイズチェン加盟法人店舗への卸売が減少し、通期の売上

高、営業利益につきましては、前回公表の予想を下回る見込みであります。また、当期純利益につ

きましては、後述の通り平成 27年 3月期第 4四半期会計期間において、特別損失として関係会社株

式評価損 46億 91百万円を計上する見込みのため、前回公表の予想を下回る見込みであります。 

 

なお、配当予想については期初の計画から変更はございません。 

 

3.特別損失の計上 

フランスなど海外関係会社および国内店舗子会社の収益性を再検討した結果、個別業績予想につ

いて、平成 27年 3月期第 4四半期会計期間において、特別損失としてフランスなど海外関係会社お

よび国内店舗子会社の関係会社株式評価損 46億 91百万円を計上いたします。 

なお、当該関係会社株式評価損につきましては、個別決算において計上されるものであり、連結

決算においては消去されるため、連結業績に与える影響は軽微でございます。 

 

 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。
実際の業績は、今後様々な要因により当該予想値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


